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「磐梯山噴火真図」山本芳翠画 

「東京朝日新聞」掲載の版画 

477 人の死者行方不明者を出した。
「地上の人類というものは、安心
ならぬ土床の上に安心らしい尻を
おろし、それですましているもの
だと思ふ」と記す。 

濃尾地震 歌川国利「岐阜市街大地震之図」 

日本史上最大の内陸地殻内地震。 

浅井忠 

本多錦吉郎 

芋銭 13 歳 

国沢新九郎 

岡倉天心 内村鑑三 

小
川

お

が

わ

芋 う

銭 せ

ん 

１
８
６
８
年
%
慶
応
４
)
３
月
11
日
-
１
９
３
８
年
%
昭
和
13
)
12
月
17
日
%
満
70
歳
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
農
半
画
の
日
本
画
家 

自
称
農
画
工 

鉄
斎
と
並
ぶ
能
書 

本
名
は
小
川
茂し

げ

吉き
ち 

幼
名
は
不
動
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
６
８
年
%
慶
応
４
年
・
明
治
元
年
)
江
戸
の
赤
坂
の
牛
久

う

し

く

藩
邸

は
ん
て
い

で
\
父
同
藩
大
目
付
小
川
伝
右
衛
門
賢よ

し

勝か
つ

と
母
栄え

い

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
r
武
家
の
出
身
だ
が
\
１
８
７
１
年
%
明
治
４
)
３
歳
の
秋
\
廃
藩

は
い
は
ん

置
県

ち

け

ん

に
よ
り
\
一
家
は
今
の
茨
城
県

い
ば
ら
き
け
ん

牛
久
市

う

し

く

し

城

中

じ
3
う
ち
4
う

町
ち
3
う

に
移
住
し
\
農
業
を
営
ん
だ
r
妹
の
し
ま
生
ま
れ
る
r 

１
８
７
４
年
%
明
治
７
)
６
歳
\
11
月
\
国
沢
新
九
郎
\
上
京
し
麹
町
に
洋
画
塾
�
彰

し
"
う

技
堂

ぎ

ど

う

�
を
開
く
r 

１
８
７
６
年
%
明
治
９
)
８
歳
\
国
沢
新
九
郎
の
協
力
で
工
部

こ

う

ぶ

美
術
学
校
設
立
さ
る
r%
日
本
初
官
立
美
術
学
校
) 

１
８
７
８
年
%
明
治
11
)
10
歳
\
弟
安
三
生
ま
れ
る
r
フ
®
ン
タ
ネ
²
ジ
辞
職
r�
十
一
会
�
結
成
r 

１
８
７
９
年
%
明
治
12
)
11
歳
\
下
等
小
学
校
第
三
級
を
卒
業
し
上
京
\
親
類
の
小
間
物
屋
に
奉
公
す
る
r�
龍
池
会
�
発
足
r 

１
８
８
０
年
%
明
治
13
)
12
歳
\
叔
母
の
婚
家
先
に
寄
寓
し
\
桜
田
小
学
校
に
通
学
r
秋
\
小
学
校
尋
常
科
第
三
級
後
期
を
卒
業 

１
８
８
１
年
%
明
治
14
)
13
歳
\
本
多

ほ

ん

だ

錦き
ん

吉
郎

き
ち
ろ
う

%
国
沢
新
九
郎
の
弟
子
\
彰

し
"
う

技
堂

ぎ

ど

う

を
引
き
継
い
だ
r
日
本
で
最
初
に
ペ
ン
で
漫
画

を
描
い
た
人
)
に
入
門
し
洋
画
を
学
ぶ
r
芋
銭
は
こ
こ
で
洋
画
の
基
本
的
技
術
と
漫
画
を
学
ん
だ
r 

岡
倉
天
心
\
フ
ð
ノ
ロ
サ
と
日
本
美
術
を
調
査
r
自
由
党
結
成
r
自
由
民
権
運
動
盛
ん
r 

１
８
８
２
年
%
明
治
15
)
14
歳
\�
書
は
美
術
な
ら
ず
�
論
争
r%
小
山
正
太
郎
25
歳
\
岡
倉
天
心
19
歳
)
立
憲
改
進
党
結
成
r 

１
８
８
３
年
%
明
治
16
)
15
歳
\
工
部
美
術
学
校
廃
校
r
明
治
17
年
\�
鑑
画
会
�
発
足
r 

１
８
８
５
年
%
明
治
18
)
17
歳
\
彰
技
堂
の
画
学
の
全
課
程
を
修
了
r
小
間
物
店
に
戻
り
\
仕
事
を
し
つ
つ
絵
に
熱
中
\
小
間
物
店

を
去
り
\
周
囲
の
反
対
の
な
か
で
\
転
々
と
し
な
が
ら
絵
の
独
習
を
続
け
る
r
日
本
画
科
の

荒
木
寛か

ん

友ゆ
う

を
訪
ね
る
r
町
絵
師
抱ほ

う

朴ぼ
く

斎さ
い

か
ら
漢
画
を
学
ぶ
r
両
親
は
画
家
に
な
る
事
に
反
対
r 

１
８
８
７
年
%
明
治
20
)
19
歳
\
東
京
美
術
学
校
設
立
さ
れ
る
r 

１
８
８
８
年
%
明
治
21
)
20
歳
\
遠
い
縁
者
の
尾
崎
行
雄
の
推
挙
で
客
員
の
画
工
と
し
て
�
朝
野

ち
3
う
や

新
聞

し
ん
ぶ
ん

�
に
入
社
？ 

７
月
15
日
(
会
津

あ

い

づ

磐
梯
山

ば
ん
だ
い
さ
ん

の
大
噴
火
%
近
代
日
本
初
の
大
災
害
で
あ
_
た
) 

朝
野
新
聞
は
特
派
員
と
し
て
浅
井
忠
ら
を
派
遣
し
た
\ 

そ
れ
に
芋
銭
も
助
手
と
し
て
同
行
し
た
r%
こ
の
旅
で 

芋
銭
が
学
ん
だ
こ
と
は
\
特
に
\
自
然
に
対
す
る 

人
間
の
無
力
さ
r
浅
井
忠
の
人
と
仕
事
に
つ
い
て
r) 

１
８
８
９
年
%
明
治
22
)
21
歳
\
２
月
\
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
r 

７
月
\
東
海
道
本
線
新
橋
-
神
戸
間
全
通
r 

10
月
\
富
山
県
魚
津
米
騒
動
r
東
京
美
術
学
校
開
校
r
明
治
美
術
会
結
成
r 

１
８
９
０
年
%
明
治
23
)
22
歳
\
４
月
\
は
じ
め
て
挿
絵
が
�
朝
野
新
聞
�
に
掲
載
さ
れ
る
r 

５
月
\�
府
県
制
・
郡
制
�
公
布
r%
昼
は
職
場
r
夜
は
習
画
r
休
日
は
展
覧
会
回
り
) 

７
月
１
日
\
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
\
中
江

な

か

え

兆
ち
,
う

民み
ん

・
植
木

う

え

き

枝え

盛も
り

当
選
r 

10
月
\
教
育
勅
語
発
布
r
父
の
隠
居
に
と
も
な
い
家
督
を
相
続
す
る
r 

岡
倉
天
心
が
東
京
美
術
学
校
の
校
長
に
な
る
r 

11
月
\
第
一
回
帝
国
議
会
招
集
r%
議
会
ス
ケ
�
チ
を
描
く
) 

１
８
９
１
年
%
明
治
24
)
23
歳
\
１
月
\
内
村
鑑
三
\
教
育
勅
語
に
拝
礼
拒
否
r 

10
月
28
日
\
濃
尾
地
震
発
生
r 

!
マ
グ
ニ
チ
&
'
ド
８
*
最
大
震
度
７
0
死
者
７
２
７
３
人
6 

１
８
９
３
年
%
明
治
26
)
25
歳
\
父
の
命
に
よ
り
\
牛
久
へ
帰
り
\
農
業
に
従
事
す
る
r 

１
８
９
４
年
%
明
治
27
)
26
歳
\
７
月
25
日
\
日
清
戦
争
勃
発
r 

１
８
９
５
年
%
明
治
28
)
27
歳
\
２
月
\
農
民
の
き
い
%
18
歳
)
と
結
婚
r 

11
月
30
日
\
日
清
戦
争
終
結
r 
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芋銭のはじめての著書『草
そう

汁
じゅう

漫画
ま ん が

』表紙 

「草汁」とは絵具のこ

と。蕪村の「手すさび

の団扇画
えが

かん草の汁」

の一句からきているら

しい。 

日刊平民新聞第 1 号、芋銭の挿絵

明治 40 年（1907）1 月 15 日 

「草汁漫画」より、獺の祭 

画賛：獺の祭見て来よ
瀬田の橋  はせを 

「草汁漫画」より 

浮島春色 

花大根の絵 

「草汁漫画」より、春眠・春耕 

上図画賛：春暁、謡曲「俊
しゅん

成
ぜい

忠度
ただのり

」

いはらぎ新聞に明治 40 年に掲載。 

下図、画賛：たんぽゝや一目に見
ゆる花と茎（乙二句）いはらぎ新
聞に明治 38年に掲載。 

7
草
汁
漫
画
<
よ
り
0
渋
柿
の
花 

画
賛
・
し
ぶ
か
き
の 

花
ち
る
里
と 

な
り
に
け
り
%
蕪
村
句
) 

 

歌川邦政筆「明治三陸地震」 

荒畑寒村 堺利彦 野口雨情 

19 歳の頃

雨情は芋
銭と出会

った。 

芋銭筆「水害地よ

り来る乞食」 

『平民新聞』57 号 

１
８
９
６
年
%
明
治
29
)
28
歳
\
３
月
\
長
女
は
な
生
ま
れ
る
r�
茨
城
日
報
�
に
漫
画
を
投
稿
し
は
じ
め
る
r 

こ
の
頃
芋
銭
の
号
を
使
い
は
じ
め
た
か
？
６
月
15
日
\
明
治
三
陸
地
震
発
生
!
マ
グ
ニ
チ
&
'
ド

８
・
５
*
死
者
行
方
不
明
者
約
２
２
０
０
０
人
6 

１
８
９
７
年
%
明
治
30
)
29
歳
\
牛
里
の
号
で
俳
句
を
つ
く
り
は
じ
め
る
r½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
創
刊
さ
る
r 

１
８
９
８
年
%
明
治
31
)
30
歳
\
岡
倉
天
心
\
東
京
美
術
学
校
を
辞
職
\
７
月
\
日
本
美
術
院
創
設
さ
れ
る
r 

１
８
９
９
年
%
明
治
32
)
31
歳
\
茨
城
県
取
手
市

と

り

で

し

の
俳
句
結
社
水
月
会
に
参
加
r 

１
９
０
０
年
%
明
治
33
)
32
歳
\½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
の
募
集
俳
句
に
応
募
\
は
じ
め
て
入
選
す
る
r 

½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
の
募
集
裏
絵
絵
画
に
応
募
\
４
等
と
な
り
掲
載
さ
れ
る
r 

１
９
０
１
年
%
明
治
34
)
33
歳
\½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
の
募
集
図
案
に
応
募
\
等
外
と
し
て
掲
載
さ
る
r 

１
９
０
２
年
%
明
治
35
)
34
歳
\
３
月
\
長
男
修
一
生
ま
れ
る
r
子
規
庵
を
は
じ
め
て
訪
れ
る
r 

９
月
19
日
\
正
岡
子
規
没
%
満
34
歳
)
11
月
\
雑
誌
½
文
芸
界
Á
に
挿
絵
を
掲
載
r 

１
９
０
３
年
%
明
治
36
)
35
歳
\½
読
売
新
聞
Á
に
大
正
12
年
ま
で
多
く
の
挿
絵
を
掲
載
r
幸
徳
秋
水
を
知
る
r 

水
戸
の
新
聞
½
い
は
ら
き
Á
に
挿
絵
や
俳
句
な
ど
を
掲
載
%
没
年
ま
で
)
小
杉
未
醒

み

せ

い

を
知
る
r 

１
９
０
４
年
%
明
治
37
)
36
歳
\
１
月
\
水
戸
で
友
人
ら
と
文
芸
団
体
�
木
星
会
�
を
結
成
r
２
月
８
日
\
日
露
戦
争
勃
発
r 

幸
徳
秋
水
\
堺
利
彦
の
発
行
す
る
½
週
刊
平
民
新
聞
Á
に
挿
絵
を
掲
載
r
翌
年
の
廃
刊
ま
で
多
く
の

挿
絵
\
俳
句
な
ど
を
掲
載
r
７
月
２
日
\
父
死
去
%
享
年
65
歳
) 

１
９
０
５
年
%
明
治
38
)
37
歳
\
１
月
\½
吾
輩
は
猫
で
あ
る
Á
が
½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
に
発
表
さ
る
r
本
格
的
な
日
本
画
を
め
ざ
す
r 

３
月
15
日
\
次
男
洗
二
生
ま
れ
る
r 

４
月
\
荒
畑
寒
村
P
18
歳
R
が
訪
れ
る
r 

９
月
\
日
露
戦
争
終
結
r 

１
９
０
６
年
%
明
治
39
)
38
歳
\
４
月
15
日
\
母
死
去
r½
草
枕
Á
発
表
r 

１
９
０
７
年
%
明
治
40
)
39
歳
\
日
刊
�
平
民
新
聞
�
創
刊
r½
方
寸
Á
創
刊
r 

夢
二
(
長
塚
節
や
独
歩
を
知
る
r
文
展
開
始
r 

１
９
０
８
年
%
明
治
41
)
40
歳
\
４
月
\
病
を
得
て
\
牛
久
に
帰
郷
す
る
r 

６
月
\½
草
汁
漫
画
Á
刊
行
r
赤
旗
事
件
r 
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横山大観 

芋銭筆『ホトトギス』

第 15 巻第８号表紙 

明治 45 年 5 月「河童

と蛙」 

幸徳秋水 

奥の２階に 10 畳の画室「天魚楼」完成。 
家全体を「草汁菴」と名付けた。 
家は芋銭の父が建てたもの。 

芋銭筆「肉
にく

案
あん

」1917（大正 6）49 歳 紙本墨画

茨城県近代美術館蔵 

 

「盤山
ばんざん

精肉
せいにく

」という禅の話を描いたもの。 

芋銭は博学で中国古典に通じていた。 

横山大観は芋銭の文学的才能を買ったの

か？まだ漫画臭の残る作品である。 

芋銭邸から見える牛久沼 

芋銭（50 代） 
山村暮鳥 

小杉未醒（放庵） 

国木田独歩 

1908年 36歳

で死去 

長塚節 

1915 年 

（大正４） 

35 歳で没。 

１
９
０
９
年
%
明
治
42
)
41
歳
\
1
月
13
日
\
三
男
知
可
良
生
ま
れ
る
r 

１
９
１
０
年
%
明
治
43
)
42
歳
\
４
月
\½
ホ
ト
ト
ギ
ス
Á
に
没
年
ま
で
挿
絵
掲
載
r 

５
月
\
大
逆
事
件
は
じ
ま
る
r 

幸
徳
秋
水
ら
検
挙
さ
れ
る
r 

石
川
啄
木
½
時
代
閉
塞
の
現
状
Á
執
筆
r 

芋
銭
に
も
刑
事
の
尾
行
\
主
義
者
で
は 

な
く
弾
圧
な
し
r
８
月
\
会
津
へ
旅
r 

８
月
29
日
\
日
韓
併
合
r
堺
\
売
文
社
開
業
r 

１
９
１
１
年
%
明
治
44
)
43
歳
\
１
月
\
幸
徳
秋
水
処
刑
さ
る
%
満
39
歳
) 

９
月
\
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
を
旅
す
る
r 

東
山
新
滝
旅
館
で
初
め
て
横
山
大
観
に
会
う
r 

10
月
10
日
\
清
国
で
辛
亥

し
ん
が
い

革
命
勃
発
r 

11
月
\
初
展
覧
会
を
三
越
呉
服
店
で
開
き
\
大
阪
三
越
へ
巡
回
r 

１
９
１
２
年
%
明
治
45
・
大
正
元
年
)
44
歳
\
１
月
１
日
\
中
華
民
国
成
立
r½
近
代
思
想
Á
発
刊
r 

堺
利
彦
の
½
売
文
集
Á
に
�
巻
頭
の
飾
�
を
寄
せ
る
r
啄
木
没
r 

１
９
１
４
年
%
大
正
３
)
46
歳
\
７
月
28
日
\
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
r
天
心
没
%
大
正
２
年
) 

10
月
\
次
女
桑
子
生
ま
れ
る
r 

１
９
１
５
年
%
大
正
４
)
47
歳
\
２
月
\
長
塚
節
没
r
３
月
\
平
福
百
穂
ら
と
珊
瑚
会

さ
ん
ご
か
い

を
結
成
r 

４
月
\
上
野
・
松
坂
屋
に
て
第
一
回
珊
瑚
会
展
開
催
r
芭
蕉
の
旅
r 

８
月
\
山
村
暮
鳥
\
牛
久
の
芋
銭
宅
を
訪
問
\
交
友
が
は
じ
ま
る
r 

１
９
１
６
年
%
大
正
５
)
48
歳
\
12
月
９
日
\
夏
目
漱
石
没
%
満
49
歳
) 

１
９
１
７
年
%
大
正
６
)
49
歳
\
第
三
回
珊
瑚
会
展
に
出
品
し
た
�
肉に

く

案あ
ん

�
が
横
山
大
観
や
小
杉
放
菴
に
認
め
ら
れ
日
本
美
術
院
同

人
に
推
挙
さ
れ
る
r
本
格
的
な
日
本
画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
芋
銭
の
夢
が
叶
_
た
の
で
あ
る
r 

６
月
\
日
本
美
術
院
同
人
と
な
る
~
芋
銭
は
\
家
事
や
農
事
は
妻
に
任
せ
\
長
い
旅
に
で
か
け
て
\ 

絵
画
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
r
後
援
者
田
代
蘇
陽
の
招
き
で
会
津
に
３
c
月
間
滞
在
r 

  

ｆ 

         

１
９
１
８
年
%
大
正
７
)
50
歳
\
11
月
\
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
r
３
月
\
相
馬
御
風
の
½
大
愚
良
寛
Á
出
版
さ
れ
る
r 

８
月
\
富
山
県
砺
波
市
宝
念
寺
に

54
日
間
滞
在 

１
９
１
９
年
%
大
正
８
)
51
歳
\
１
月
\
長
女
は
な
\
弓
削
玄
三
郎
と
結
婚
r 

１
９
２
０
年
%
大
正
９
)
52
歳
\
１
月
\
国
際
連
盟
発
足 

 

７
月
\½
三
愚
集
Á%
一
茶
の
句
\
漱
石
の
書
\ 

芋
銭
の
画
)
刊
行
r
８
月
\
東
北
\
北
海
道
の
旅
へ
r 

11
月
\
牛
久
の
自
宅
に
画
室
�
天
魚
楼
�
完
成
r 

11
月
\
長
野
県
か
ら
新
潟
県
へ
旅
r 

１
９
２
１
年
%
大
正
10
)
53
歳
\
４
月
\
米
国
で
の
日
本
美
術
院
展
に
出
品
r 

５
月
\
本
多
錦
吉
郎
没
r
８
月
\
出
雲
崎
の
良
寛
旧
跡
を
訪
ね
る
r 
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大杉栄（満

38 歳没） 

芋銭筆「樹下
じ ゅ か

石人談
せきじんだん

」1919 年（大正 8）51 歳 紙本墨画 60、7×89 ㎝ 

第 6 回日本美術院展に出品。牛久の得
とく

月院
げついん

の榧
かや

と椎
しい

の大木を描

いたもの。 

芋銭は、西山泊雲宛大正 8年 9月 15 日付書簡で「・・・自分に

は昨年のよりは稍宜敷
ややよろしき

つもりなるも世間は余り見てくれず、場

裏にてはかの木の端に譬へられたる法師の如くあるかなきかの

石人語御一笑可被下候」、と嘆いている。 

森口多里は「二科及美術院の洋画」『早稲田文学』大正 8 年 10

月、で「・・・かゝる行方は技巧のある人が自然に抜いて行っ

て此所まで到着する時に本当に面白いものである、例へば大雅

の如きうんと叩き込んだ手腕を持ってゐるからあゝ云ふ抜けた

行方をする所に無限の味は出てくるが元より技巧の修養のない

芋銭氏があゝ云ふものをかいたとて大雅の如き面白味は出て来

ない。けれど技巧が作家その人の人格から必然と出て来た時に

素人が画いても深味と高味とが出てくることは事実であ

る。・・・芋銭氏の尊い所は何時でも素人の画如く純真であり無

慾である所に氏の誇りと尊さがある。」と、述べている。 

芋銭筆「水草絵巻」部分 1918 年（大正 7）50 歳 紙本墨画 29、3×809 ㎝ 茨城県近代美術館蔵 

この絵巻と、「樹下石人談」は、芋銭独自の画のはじまりとして、「大きな節目となっている」 
（尾崎正明氏）。芋銭はしだいに中央画壇で注目されるようになり、日本画家小川芋銭が誕生した。 

「三愚集」部分 1920 年（大正 9）52 歳 痩蛙 一茶句「痩蛙まけるな一茶是にあり」漱石書 

芋銭筆「1922 年（大正 11）6 月頃の弓削玄三郎宛書簡の後半部分」福島県須賀川へ参り来一二
日頃に帰宅いたすべく候右予め貴意を得置き度存じ候 本日は例祭にて御招き申所なれど福
島県より泊りの来客あり又婢は病気にて立帰り居りごたごたいたしおり候に付御招きの便も
上げずに悪しからず先は御願迄 草々 二十七日 小川 弓削玄三郎様 

１
９
２
２
年
%
大
正
11
)
54
歳
\
６
月
\
座
禅
す
る
r
体
調
不
良
で
床
に
臥
す
こ
と
多
し
r 

１
９
２
３
年
%
大
正
12
)
55
歳
\
９
月
１
日
\
関
東
大
震
災
発
生
!
マ
グ
ニ
チ
&
'
ド
７
・
９
0 

死
者
行
方
不
明
者
十
万
五
千
人
余
6 

大
杉
栄
ら
殺
害
さ
れ
る
r 

１
９
２
４
年
%
大
正
13
)
56
歳
\
１
月
-
７
月
\
銚
子

ち
"
う
し

海
鹿
島

あ

し

か

じ

ま

の
篠
目

さ

さ

め

氏
別
荘
に
滞
在
\ 

そ
こ
を
�
潮
光

ち
"
う
こ
う

庵あ
ん

�
と
名
づ
け
\
何
度
も
こ
こ
に
滞
在
し
た
r
12
月
\
暮
鳥
没
%

40
歳
)
r 
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芋銭筆「水魅戯
すいみたわむる

」1923 年（大正 12）55 歳 紙本彩色 62.4×95.2 ㎝ 

茨城県近代美術館蔵 日本美術院展に出品。 

�
人
地
球
に
生
ま
れ
て
二
萬
年
以
前
既

に
藝
術
あ
り
藝
術
の
人
た
る
亦
久
し
き

哉 

予
が
性
幼
よ
り
繪
を
好
む
長
じ
て

藝
林
の
班
に
入
る
・
・
・
図
中
往
々
怪

を
描
く
も
の
あ
り
是
予
が
癖
に
し
て
實

に
東
洋
民
族
の
癖
な
り
縁え

ん

由ゆ
う

す
る
処
は

老
樹
浮
藻

う

き

も

廃
瓜
水
蟲
狐
獺
の
類
\

則
す
な
は
ち

自
然
物
体
中
よ
り
其
妖
氛

そ
の
よ
う
ふ
ん

魅
形
を
捕
捉

し
来
る
r
惟お

も

ふ
に
宇
宙
間
虚
霊
遊
動
し

て
予
が
方
寸
を
誘み

ち

び
く
も
の
か
・
・
・
�

%
画
集
½
芋
銭
子
開
七
画
冊

う

せ

ん

し

か

い

し

ち

が

さ

つ

Á
の
自
序

よ
り
) 

 

芋銭筆「若葉
わ か ば

に蒸
む

さるる木
もく

精
せい

」1921 年（大正 10） 

53 歳 絹本彩色 72.5×48.7 ㎝ 愛知県美術館蔵 

アメリカで開催の日本美術院展出品作。 

芋銭筆「夕風」1924 年（大正 13）56 歳 絹本彩色 54.8×83.4 ㎝ 

五島美術館蔵 第 11回日本美術院展に出品。 

「・・・・・・心は時に飛行機乗りが霊空に浮ぶ心持ちの遊戯
地にも入り存外呑気の病人にも有之候。只目下の望は顫動全く
止み運腕の自由に御座候。通常人のすらすらと一向苦にもなら
ぬ所を迂生にとりては中々の大骨折にてどうやらこうやらかき
あふせ候も全く一気の先導にまつものに御座候」 

（大正 13年 8月 29 日付 斎藤隆三宛書簡） 

芋銭筆「夢中野千燈」1925 年（大正 14）57 歳 紙本墨画 62.9×84.6 ㎝ 

舟子は眠っている。対岸には狐火が燃えて湖面に映っている。 

「・・・夢に見たる狐火の風景に御座候。・・・」（大正 14 年 8 月

24 日付、斎藤隆三宛書簡） 

これは、「百歳に残り笑はれざるもの」（大正 14 年 10 月 17 日付西

山泊雲宛書簡）と言うくらいの自信作であった。 

この作品は「芋銭の芸術の一つの転機を示している」（尾崎正明氏） 

それまでの作品には、自然に対する畏怖があったが、ここにはない。

あるのは夢幻の幻想世界である。自然の本質に迫ろうとしている。 

水
魅
山
妖
に
は
霊
的
能
力
が
あ

り
\
人
間
に
禍
や
幸
い
を
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
古
く
か
ら
日
本
人
の
間

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
r
そ
れ
は
古
代

か
ら
培
わ
れ
て
き
た
日
本
人
の
自
然

観
や
宇
宙
観
と
の
関
わ
り
の
中
で
生

ま
れ
て
き
た
も
の
ら
し
い
r
そ
れ
ら

は
自
然
の
精
霊
で
あ
り
\
自
然
の
営

み
そ
の
も
の
で
あ
_
た
r 

 

�½
夢
中
野
千
燈
Á
や
½
畑
の
お
化
け
Á

½
狐
隊
行
Á
な
ど
に
見
ら
れ
る
画
風

の
変
化
に
は
\
以
前
の
よ
う
に
自
然

と
真
正
面
か
ら
対
峙
し
な
が
ら
自
然

の
力
の
奥
の
深
さ
を
表
現
し
て
い
く

と
い
う
よ
り
\
自
然
の
中
に
溶
け
込

ん
で
自
然
と
一
体
化
し
て
い
こ
う
と

す
る
芋
銭
の
思
想
的
な
深
ま
り
が
み

ら
れ
る
r�%
尾
崎
正
明
氏
) 
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芋銭筆「新緑潤国土」1924 年（大正 13）

56 歳 絹本彩色 145.0×50.3 ㎝ 

第 10回日本美術院展に出品。 

芋銭筆「積
せき

雨
う

収
おさまる

」1930 年（昭和 5）62 歳 紙本彩色 60.6×108.5 ㎝ 平木浮世絵財団蔵 

長雨のやんだ後の水村の光景を描いたもの。水没を免れた人びとが見えるが、
それは一つの点景に過ぎず、主題は自然そのものである。 
「それまでの田園風景とは趣を異にしている。」（尾崎正明氏） 

「・・・秋霖
しゅうりん

僅かに収まりて沼上は水蒸気満ちたる恍惚依希の景象を捉へん

としたるが作画上の立意に候。兎に角無理なしに作了したるがいさゝかとりゑ

に候」（昭和 5 年 10 月 12 日付澤田竹治郎宛書簡） 

芋銭筆「沼四
ぬまよん

題
だい

・泥鰌打
どじょううち

」1922 年（大正 11）54 歳 紙本墨画淡彩

65.4×92.5 ㎝ 第 9回日本美術院展に出品。 

明かりをつけて、眠っている泥鰌をヤスで突いて漁をす

る。夏の夜の風物詩。画家の描いた叙景的な風景画。 

芋銭筆「沼四
ぬまよん

題
だい

・小鰕網
こえびあみ

」1922 年（大正 11）54 歳 紙本墨画淡彩

65.3×94.7 ㎝ 第 9回日本美術院展に出品。 

 
小鰕漁の様子が描かれている。主題は生活と自然と精霊。 
しかし、これも画家の描いた叙景的な風景画がかっている。 

芋
銭
は
\
自
然
の
中
で
逞
し
く
生
き
る
村
人
達
を
愛

し
\
そ
の
生
活
と
自
然
と
\
村
人
た
ち
が
つ
く
り
だ
し

た
精
霊
た
ち
を
も
描
い
た
r 

�
芋
銭
は
現
実
の
村
人
達
の
生
活
\・
・
・
自
然
\・
・
・

想
像
の
世
界
を
も
一
体
の
も
の
と
し
て
把
え
\
そ
こ
に

本
来
あ
る
べ
き
自
然
観
や
宇
宙
観
の
よ
う
な
も
の
を

見
て
い
た
・
・
・
�%
尾
崎
正
明
氏
) 

�
拙
作
に
捕
捉
せ
ん
と
す
る
も
の
は
御
高
示
の
如
く

寂
光
的
玄
妙
観
な
れ
ど
も
天
分
薄
く
容
易
に
到
り
得

ず
汗
顔
に
候
�
%
昭
和
４
年
12
月
20
日
付
\
池
田
龍

一
宛
書
簡
)%½
老
子
Á
上
篇
第
一
章
参
照
) 

 

�
情
致
の
線
の
極
所
を
求
め
工
夫
致
居
候
r
極
所
は
美

に
て
は
な
く
超
越
的
玄
妙
な
る
も
の
に
帰
し
可
申
存

候
r
美
を
八
釜
敷
云
出
し
た
る
は
西
洋
舶
来
に
て
東
洋

的
に
は
美
は
極
致
に
は
無
之
候
�%
昭
和
５
年
５
月
８

日
付
\
西
山
泊
雲
宛
書
簡
) 

�
・
・
・
芋
銭
先
生
は
さ
う
し
た
霊
気
を
玄
妙
な
る
も

の
と
い
ひ
\
そ
の
玄
妙
な
る
も
の
ゝ
発
散
す
る
我
々
の

世
界
の
深
奥
を
½
極
所
Á
と
い
は
れ
た
r
そ
し
て
そ
れ

を
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
の
が
自
分
の
絵
画
の
目
的
だ

と
断
言
せ
ら
れ
た
r�%
犬
田
卯
・
い
ぬ
た
し
げ
る
½
芋

銭
子
作
品
撰
集
Á
青
梧
堂
・
１
９
４
２
年
刊
) 
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只
坐
白
雲
紅
樹
裏
共

た
だ
は
く
う
ん
こ
う
じ
G
の
う
ち
に
ざ
し
て
き
み

君
と
と
も
に

同

唱

お
な
じ
く
う
た
う

太

平

た
い
へ
い
の
う
た 

出
典
½
禅
林
句
集
Á½
槐
安
國

か
い
あ
ん
こ
く

語ご

Á 

芋銭書「無心庵」1927 年（昭和 2）59 歳 

芋銭書「獣面聖心」 

1927 年 59 歳 

芋銭書「唱太平」 

1928 年（昭和 3）60 歳 

芋銭筆「海
かい

島
とう

秋 来
しゅうらい

」1932 年（昭和 7）64 歳 紙本淡彩

112×95.6 ㎝ 第 19回院展出品 茨城県近代美術館蔵 

千葉県銚子市の海鹿
あ し か

島にあった篠目
さ さ め

八郎兵

衛の別荘「潮光庵」で制作された、海鹿島一

帯の風景を描いた作品。  
「私は海濤の音を好む。総ての水の音を好き

だが特に海の音が好きだ。・・・観音経にあ

る梵音海潮音の一句は如何に神秘にして幽

遠なる音律よ。此海波に対して深黙の巨人。

巌は亦た敬愛する師友だ。作画の素因は潮の

音律から発して海と巌の線に萬古の静寂相

を写し、島の貝殻の家に住む人々の哀れさを

も収めて寂しい画中の点苔に換へた。」  
（芋銭「海島秋来」解題  昭和 7 年 10 月）  

芋銭筆「狐隊
こ た い

行
こう

」1930 年（昭和 5）62 歳 紙本淡彩 

45.3×62.5 ㎝ 茨城県近代美術館蔵 

松明を持った狐の行列が描かれている。墨と朱の

点描表現が美しい。 

芋銭筆「祭魚
さいぎょ

」1932 年（昭和 7）頃 64 歳 43.0×52.3 ㎝  

紙本墨画 茨城県近代美術館蔵 

カワウソ（獺）が川の神様に魚を奉納しているとこ

ろが描かれている。愛らしい獺である。獺
だっ

祭
さい

のこと。 

芋
銭
は
\
独
学
で
王
羲
之
・
顔
真
卿
な
ど
中
国
の
書
を
学
び
\
つ
い
で
空
海
・
道
風
・
佐

理
・
藤
原
敏
行
の
鐘
銘
な
ど
の
日
本
の
書
に
向
か
_
た
が
\
陶
弘
景
の
�
瘞
鶴
銘
�
や
顔

真
卿
も
終
生
尊
崇
し
学
ん
だ
r�
日
本
人
に
は
日
本
人
の
特
種
性
あ
り
�
と
も
言
_
て
い
る
! 

１
９
２
５
年
%
大
正
14
)
57
歳
\
第

12
回
院
展
に
�
夢
中
千
燈
�
を
出
品
r

11
月
\
再
度
\
良
寛
旧
跡
を
訪
ね
る
r 

１
９
２
６
年
%
大
正
15
・
昭
和
元
年
)
58
歳
\
８
月
\
丹
波
の
西
山
泊
雲
宅
に
翌
年
の
４
月
ま
で
滞
在
r
�
丹
陰
霧
海
� 

を
制
作
し
た
r
カ
ン
デ
[
ン
ス
キ
²
に
興
味
を
持
つ
r 

１
９
２
７
年
%
昭
和
２
)
59
歳
\
３
月
７
日
\
北
丹
後
地
震
P
死
者
２
９
０
０
人
余
)

に
遭
遇
r
百
病
併
発
r 

               

１
９
２
８
年
%
昭
和
３
)
60
歳
\½
芋
銭
子
開
七
画
冊

う

せ

ん

し

か

い

し

ち

が

さ

つ

Á
刊
行
r
８
月
27
日
\
パ
リ
不
戦
条
約
締
結
r 

１
９
３
１
年
%
昭
和
６
)
63
歳
\
９
月
18
日
\
満
州
事
変
お
こ
る
r
春
か
ら
秋
ま
で
床
に
臥
す
生
活
r
福
島
飯
坂
温
泉
で
静
養
す
r 
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芋銭筆「桃
とう

花源
か げ ん

」 1936 年（昭和 11）68 歳 紙本彩色 2曲 1双屏風 

各 168.0×177.0 ㎝ 陶淵明『桃花源記并詩』の一部が書かれている。 

芋銭筆「河童百図」第 46 図 1937 年（昭和 12）

69 歳 紙本墨画 円窓 茨城県近代美術館蔵 

54.5×39.3 ㎝ 

画賛：「因指見月」指に因って月を見る。 
出典は『良寛詩』『寒山詩』 
 

芋銭筆「畑のお化け」1929 年（昭和 4）61 歳 絹本彩色 42.2×57.5 ㎝ 

転がり落ちるカボチャを瓜や人参たちが笑って見ている。 

「・・・畑のお化けは聊か自信の作、伊太利行に御加はへ願はる

れば幸甚に候」（昭和 4 年 3月 29 日付 斎藤隆三宛書簡） 

 

芋
銭
は
\
沼
辺
の
生
き
物
や
妖
怪
\
精
霊
な
ど
魑
魅

ち

み

魍
魎

も
う
り
"
う

の
世
界
を
描
き
つ
づ
け
た
r
な
か
で
も
河
童
を
多
く
描
い
た

の
で
\�
河
童
の
芋
銭
�
と
称
さ
れ
て
い
る
r 

芋
銭
は
\
水
辺
や
山
野
の
妖
怪
を
�
水
魅
山
妖

す
い
み
さ
ん
よ
う

�
と
呼
ん

だ
r
彼
は
\
生
命
に
対
す
る
温
か
な
ま
な
ざ
し
と
\
自
然
の

力
へ
の
畏
敬
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
た
r 

芋銭筆「桃
とう

花源
か げ ん

」右隻部分 

右隻 

「相命肆農耕、日入従所憩 桑竹垂餘蔭、菽稷随時藝」 

相
あい

い命
めい

じて農耕を肆
し

め、日
ひ

入
はい

らば憩
いこ

う所に從う 

桑
そう

竹
ちく

は餘
あまた

の蔭
かげ

を垂
た

らし、菽 稷
しゅくしょく

時に隨って藝
う

う 

（左隻）「春蚕収長絲、秋熟靡王税 荒路曖交通、鶏犬互鳴吠」 

「この詩の底に流れる自然と人間の豊かな交歓」（尾崎正明氏） 

暖かみと親しみに満ちた作品である。 

芋銭筆「卯月
う づ き

の芭蕉庵」1935 年（昭和 10）67 歳 

紙本彩色 44.5×65.5 ㎝ 

「卯月の芭蕉庵」部分 芭蕉の「笈
おい

の小文
こ ぶ み

」の

序が書かれている。 

「終に無能無藝にして只此一筋に繋がる
西行の和歌における宗祇の連歌にをける
雪舟の畫における利休の茶にをける其貫 
道するものハ一なりしかも風雅における
もの造化に随ひて四時を友とす・・・」 
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『河童百図』表紙 題字：芋銭 雲魚亭（小川芋銭記念館）牛久市 

芋銭筆「頭 上
とうじょうの

春
はる

」1937 年（昭和 12）69 歳 

画賛：百
ひゃく

草
そう

頭 上
とうじょうの

春
はる

 

芋銭書 制作年不明 

「研石雲有聲」 
石を研けば雲に声
あり（墨を磨るとき
の静寂の境地） 

芋銭筆「画賛：清夜吟と古文水土宜」1936 年（昭和 11）68 歳、 

近衛文麿別邸「山儀堂」の杉戸に画かれたもの。 

画賛は、邵
しょう

康
こう

節
せつ

の五言絶句「淸夜吟
せいやのぎん

」 

月到天心処 風来水面時 一般清意味 （料得少人知） 
月天心に到るところ、風水面に来る時、一般の清意の味 
（はかりえたりひとのしることまれなるを） 

芋銭書『河童百図』

の題簽
だいせん

 

顔真卿の影響が
見られる書。 

こう夫人と（昭和 7 年） 

芋
銭
の
言
葉 

�
芸
術
は
自
然
を
離
れ
て
は
な
い
r
芸
術
は
永
遠
な
り
の
言
葉
は
\
自
然
な
る
が
故
で
あ
る
r� 

�
絵
は
本
職
で
あ
る
か
ら
\
自
信
を
持
て
る
境
涯
ま
で
に
達
す
る
に
は
遠
い
と
思
う
が
\
字
は
よ
く

分
か
ら
ぬ
為
か
ら
か
も
し
れ
ぬ
が
\
自
信
を
持
て
る
気
に
も
な
る
r��
無
技
を
以
_
て
用
と
す
る
� 

ナチスの党章 
ハーケンクロ
イツ（45 度に
傾いた逆卍） 

                      

１
９
３
２
年
%
昭
和
７
)
64
歳
\
３
月
１
日
\
日
本
\
満
州
国
を
建
国
r 

15
年
戦
争
へ
突
入
r
芋
銭
は
超
有
名
人
r 

１
９
３
３
年
%
昭
和
８
)
65
歳
\
１
月
30
日
\
ナ
チ
党
\
政
権
獲
得
r 

２
月
\
日
本
\
国
際
連
盟
脱
退
r 

３
月
３
日
\
昭
和
三
陸
地
震
発
生
%
マ
グ
ニ
チ
�
²
ド 

８
・
４
N
死
者
行
方
不
明
者
３
０
０
０
余
人
)½
堺
利
彦
全
集
Á
の
挿
画
装
幀
を
す
る
r 

５
月
\
師
の
本
多
錦
吉
郎
の
碑
を
同
門
ら
と
\
芝
泉
岳
寺
畔
に
建
立
r 

１
９
３
６
年
%
昭
和
11
)
68
歳
\
２
月
\
改
組
帝
国
美
術
院
第
１
回
展
覧
会
に
参
与
と
し
て
出
品
r 

６
月
\
帝
国
美
術
院
参
与
を
辞
退
r 

１
９
３
７
年
%
昭
和
12
)
69
歳
\
７
月
\
支
那
事
変
は
じ
ま
る
r
９
月
\
雲
魚
亭
新
築
さ
れ
る
r 

11
月
\
�
小
川
芋
銭
翁
古
稀
記
念
新
作
画
展
�
開
催
r 

11
月
\½
芋
銭
子
開
八
画
冊

う

せ

ん

し

か

い

は

ち

が

さ

つ

Á
古
稀
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
r 

     

１
９
３
８
年
%
昭
和
13
)
70
歳
\
１
月
31
日
\
入
浴
中
に
脳
溢
血
の
た
め
倒
れ
る
r 

２
月
\½
河
童
百
図
Á
刊
行
r 

12
月
17
日
\
死
去
r 

１
９
３
９
年
%
昭
和
14
)・
・
・ 

９
月
１
日
\
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
r 
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良寛書「月の兎帖」部分 1821 年、65 歳 

�
い
そ
の
か
み 

ふ
り
に
し
御
代

に 

あ
り
と
い
ふ 

猿
と
兎
と
狐

と
が 

友
を
結
び
て 

あ
し
た
に

は 

野
山
に
あ
そ
び 

ゆ
ふ
べ
に

は 

林
に
帰
り 

か
く
し
つ
つ
年

の
経
ぬ
れ
ば 

ひ
さ
か
た
の 

天

の
帝
の 

聞
き
ま
し
て 

そ
れ
が

ま
こ
と
を 

知
ら
む
と
て 

翁
と

な
り
て 

そ
が
許
に 

よ
ろ
ぼ
ひ

行
き
て 

申
す
ら
く 

汝
達
類
を

異
に
し
て 

同
じ
心
に 

遊
ぶ
て

ふ 

ま
こ
と
聞
き
し
が 

如
あ
ら

ば 

翁
が
飢
ゑ
を 

救
へ
と
て
杖

を
投
じ
て 

憩
ひ
し
に 

易
き
こ

と
と
て 

や
や
あ
り
て 

猿
は
う

し
ろ
の 

林
よ
り 

木
の
実
拾
ひ

て 

来
り
た
り 

狐
は
前
の 

小

川
よ
り 

魚
を
く
は
へ
て 

来
り

た
り 

兎
は
あ
た
り
に 

跳
び
と

べ
ど 

何
も
も
の
せ
で 

あ
り
け

れ
ば 

兎
は
心 

異
な
り
と 

の

の
し
り
け
れ
ば 

は
か
な
し
や
兎

計
り
て 

申
す
ら
く 

猿
は
柴
を

刈
り
て
来
よ 

狐
は
こ
れ
を 

焚

き
て
給
た
べ 

い
ふ
が
如
く
に
な

し
け
れ
ば 

焔
の
中
に 

身
を
投

げ
て 

知
ら
ぬ
翁
に 

与
へ
け
り

翁
は
こ
れ
を 

見
る
よ
り
も 

心

も
し
ぬ
に 

ひ
さ
か
た
の 

天
を

仰
ぎ
て 

う
ち
泣
き
て 

土
に
た

お
り
て 

や
や
あ
り
て 

胸
う
ち

た
た
き 

申
す
ら
く 

汝
達
三
た

り
の
友
だ
ち
は 

い
づ
れ
劣
る
と 

な
け
れ
ど
も 

兎
ぞ
殊
に 

や
さ

し
と
て 

骸
を
抱
へ
て 

ひ
さ
か

た
の 

月
の
宮
に
ぞ 

葬
り
け
る

今
の
世
ま
で
も 

語
り
つ
ぎ 

月

の
兎
と 

い
ふ
こ
と
は 

こ
れ
が

よ
し
に
て 

あ
り
け
り
と 

聞
く

わ
れ
さ
へ
も 

白
た
へ
の 

衣
の

袖
は 

と
ほ
り
て
濡
れ
ぬ
� 

%
良
寛
の
長
歌
�
月
の
兎
�) 

芋銭筆「月乃兎歌意」紙本彩色 44×56 ㎝ 良寛記念館蔵 

良寛の長歌「月の兎」を絵に表現したもの。 

良寛は、『今昔物語』巻 5 第 13 話などにある「三獣菩薩の

道を行じ、兎身を焼ける語」の物語をもとにして、百余句

からなる長歌を詠んだ。 

「兎と狐と猿の三匹がまことの信心から菩薩道を修行して

いた。わが身を忘れて他をあわれむ彼らの行いはまことに

立派と見えた。それを見た帝釈天が彼らの本心を試すべく、

老人に化して助けを乞うた。三匹は老人を手厚くもてなし

た。猿は木に登って木の実を集め、里に出ては野菜や穀物

を手に入れて持って来た。狐は墓小屋に行って人の供えた

飯や魚を取って来た。しかし何の特技もなく弱い兎は何も

手に入れることができない。思いつめた兎は火を焚いてく

れと頼み、やがて「私を食べて下さい」と言い残して火中

に身を投げたのである。その時、帝釈天はもとの姿に戻り、

自己犠牲と利他の菩薩道に殉じた兎の姿をあまねく一切衆

生に見せるため、兎を月の中に移してやった。月に兎がい

るというのは、この兎の姿なのである。」（『今昔物語』「三

獣行菩薩道兎焼身語」・出処は『大唐西域記』？） 

お
さ
ぎ
と
\
い
ふ
こ
と
は
\ 

こ
れ
が
よ
し
に
て
\
あ
り 

け
り
と
\
き
く
わ
れ 

あ 

い
ま(

の)

お
つ
ゝ
も
\
つ
が(

か)

の
き
の
\
い
や
つ
ぎ
〳
〵
に
\
か
た
り
つ
ぎ
\
つ
き
の 

芋銭筆「大愚」1932 年（昭和 7） 

日本美術院同人作品陳列会出品 

賛：はちのこ 
はちのこを わがわするれ
とも とるひとはなし と
るひとはなし はちのこあ
はれ（良寛の歌） 

左とは別の「月の兎帖」部分 

資
料
１ 

芋
銭
の
晩
年
は
\
良
寛
に
学
ぶ
生
活
で
あ
_
た
と
い
う
r 

                                

芋
銭
は
\
晩
年
に
\
よ
く
良
寛
を
写
し
た
と
い
う
r
彼
は
\
良
寛
の
堂
宇
建
立
の
た
め
に
\ 

何
枚
か
の
絵
を
描
い
て
\
資
金
を
提
供
も
し
\
良
寛
を
聖
者
と
し
て
景
仰
し
て
い
た
r 
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�
小
川
先
生
は
た
だ
た
だ
羨
む
べ
き
で
あ
る
�
こ
れ
は

横
山
大
観
の
言
葉
で
あ
る
r%
大
観
の
弟
子
の
松
本
英
峰

の
回
顧
に
よ
る
)
大
観
は
芋
銭
を
尊
敬
し
\
生
涯
�
小

川
先
生
�
と
崇
め
\
頭
が
上
が
ら
な
か
_
た
と
い
う
r 

大
観
は
\
芋
銭
と
同
い
年
で
同
郷
%
大
観
は
水
戸
市
)

で
あ
_
た
r
彼
は
東
京
美
術
学
校
の
第
一
期
生
で
\
岡

倉
天
心
の
一
番
弟
子
で
あ
り
\
日
本
美
術
院
の
再
興
者

で
あ
る
r
日
本
画
壇
の
重
鎮
で
あ
り
第
一
回
文
化
勲
章

受
章
者
で
帝
国
芸
術
院
会
員
r
天
心
と
同
じ
\
国
粋
主

義
者
の
よ
う
で
あ
_
た
r�
西
の
栖
鳳
\
東
の
大
観
�
と

並
び
称
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
r 

彼
は
ム
�
ソ
リ
²
ニ
や
ヒ
ト
ラ
²
に
絵
を
献
呈
し
た

り
\
日
本
軍
に
戦
闘
機
な
ど
を
献
納
し
\
戦
後
は
戦
争

犯
罪
人
と
し
て
取
調
べ
ら
れ
て
い
る
r 

�
私
は
富
士
山
を
よ
く
描
く
r
今
も
時
折
り
描
い
て

ゐ
ま
す
r
恐
ら
く
\
今
後
も
描
く
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
r

一
生
の
う
ち
に
富
士
山
の
画
を
何
枚
描
く
こ
と
に
な
る

か
\
そ
れ
は
私
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
r
と
い
つ
て
も
\

自
分
か
ら
進
ん
で
い
つ
も
富
士
山
ば
か
り
描
く
と
い
ふ

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
r
富
士
山
\
富
士
山
と
い
つ
で
も

沢
山
持
ち
込
ん
で
来
ら
れ
る
か
ら
で
す
�%
近
藤
啓
太
郎

½
大
観
伝
Á)
と
\
本
音
を
述
べ
て
い
る
r 

�
生
々
流
転
�
に
使
わ
れ
た
墨
は
\
明
代
の
程
君
房
製

の
青
墨
�
鯨
柱
墨
�
で
あ
_
た
r
こ
の
墨
を
二
つ
に
割

_
て
半
分
を
芋
銭
に
あ
げ
\
芋
銭
は
こ
の
墨
で
�
水
魅

戯
�
を
描
い
た
r 横山大観筆「正気放光」1942 年 富士と山桜 

横山大観筆「生々流転」部分 1923 年（大正 12）56 歳 水墨大長巻 絹本墨画 55、3×4070 ㎝ 

東京国立近代美術館蔵 水の一生を描いたものという。朦朧体で空気や光線が描かれている。 

夏
目
漱
石
は
寺
田
寅
彦
を
伴
な

_
て
第
六
回
文
展
の
会
場
を
訪

れ
\
批
評
文
を
東
京
朝
日
新
聞
に

�
文
展
と
芸
術
�
と
題
し
て
十
二

回
に
わ
た
り
連
載
し
た
r 

そ
の
中
で
\
大
観
の
�
瀟
湘
八

景
�
に
関
し
て
�
此
八
景
は
ど
う

し
て
も
明
治
の
画
家
横
山
大
観
に

特
有
な
八
景
で
あ
る
・
・
・
一
言

で
い
ふ
と
\
君
の
絵
に
は
気
の
利

い
た
様
な
間
の
抜
け
た
様
な
趣
き

が
あ
_
て
\
大
変
に
巧
み
な
手
際

を
見
せ
る
と
同
時
に
\
変
に
無
粋

な
無
頓
着
な
所
も
具
へ
て
ゐ
る
r

君
の
絵
に
見
る
脱
俗
の
気
は
高
士

禅
僧
の
そ
れ
と
違
_
て
\
も
_
と

平
民
的
に
呑
気
な
も
の
で
あ

る
r・
・
・
�
と
\
褒
め
て
い
る
r 

 

漱
石
の
芸
術
観
\
人
生
観
で
あ

る
�
守
拙
��
自
己
放
下
�
な
ど
・
・
・
r 

�
・
・
・
即
自
己
よ
り
技
法
を
造

る
べ
き
時
代
に
候
\
此
点
よ
り
し

て
大
観
を
日
本
画
会
の
新
人
と
申

候
は
無
理
か
ら
ぬ
評
言
と
存
候
\

さ
り
と
て
大
観
を
深
遠
な
る
内
面

的
描
写
家
の
如
く
誉
め
た
て
候
は

野
生
は
呑
込
め
か
ね
候
\
野
生
は

内
面
的
に
は
浅
き
軽
き
意
味
な
る

事
を
見
居
候
�
%
大
正
元
年
10
月

24
日
付
柳
涯
宛
書
簡
に
見
え
る
芋

銭
の
第
六
回
文
展
評
) 

横山大観筆「神国日本」1942 年（昭和 17）足立美術館蔵 

戦意高揚のシンボル、富士 

横山大観筆「瀟 湘
しょうしょう

八景
はっけい

・漁村
ぎょそん

返照
へんしょう

」 

1912 年（大正元）絹本着色 

113.6×60.6 ㎝ 東京国立博物館蔵 

1912年 10月13日から11月17
日まで上野の博物館で開催され
た第六回文部省美術展覧会（文
展）に出品された。 

資
料
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横
山
大
観
と
芋
銭 

大
観
は
芋
銭
の
何
を
評
価
し
た
の
か
？ 
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川村柳月主宰の俳句雑誌『ちまき』昭和初めに創刊。 

題字は野口雨情。表紙絵などを小川芋銭が描いた。 

山村暮鳥詩碑 昭和 2 年建碑 

茨城県大洗海岸の松林にある。

芋銭の筆で暮鳥の詩集『雲』

の中の「ある時」が刻されて

いる。詩を選んだのは萩原朔

太郎。除幕式には高村光太郎

らが参加した。 

�
あ
る
時
� 

雲
も
ま
た
自
分
の
や
う
だ 

自
分
の
や
う
に 

す
つ
か
り
途
方
に
く
れ
て
ゐ
る
の
だ 

あ
ま
り
に
あ
ま
り
に
ひ
ろ
す
ぎ
る 

涯
の
な
い
蒼
空
な
の
で 

お
う
老
子
よ 

こ
ん
な
と
き
だ 

に
こ
に
こ
と
し
て 

ひ
よ
つ
こ
り
と
で
て
き
ま
せ
ん
か 

�
お
な
じ
く
� 

お
う
い
雲
よ 

ゆ
う
ゆ
う
と 

馬
鹿
に
の
ん
き
さ
う
ぢ
や
な
い
か 

ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ 

ず
"
#
磐!

"

城#

平
$
%
&

'
方
)
*
+
,
-
. 

『山村暮鳥詩集・雲』装丁・挿絵は小川芋銭 

暮鳥の死後の 1925 年（大正 14）1 月、東京の

イデア書院から出版された。 

『土の精神・山村暮鳥詩集』装丁・挿絵は小川芋銭 

1929 年（昭和 4）2月、東京の素人社書屋から

出版された。 

 

"
・
・
・
私
の
宅
に
犬
田
氏
よ
り
求
め
た
芋
銭
先
生
の
色
紙
と
\
長
井

な

が

い

雲う
ん

坪ぺ
い

先
生

の
蘭
の
茶
掛
と
が
掛
け
て
あ
る
r
雲
坪
先
生
の
絵
を
芋
銭
先
生
は
ほ
め
て
居
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
つ
た
r
・
・
・
私
は
\
芋
銭
先
生
の
色
紙
と
\
雲
坪
先
生
の
茶
掛
と

を
宅
に
何
年
か
掛
け
た
ま
ま
で
あ
る
r
雲
坪
と
云
ふ
人
と
は
\
逢
つ
た
こ
と
は
な
い

が
\
一
生
を
乞
食
雲
坪
と
言
は
れ
乍
ら
\
多
く
の
乞
食
を
�
お
客
さ
ん
�
と
し
て
座

敷
に
臥
さ
せ
\
自
分
は
隅
で
絵
を
描
い
て
こ
れ
を
養
つ
た
人
格
と
\
芋
銭
先
生
が
今

の
画
家
達
と
は
違
ひ
\
静
か
に
河
童
を
描
い
た
り
\
田
園
を
描
い
た
り
し
て
\
無
欲

な
そ
し
て
澄
ん
だ
心
境
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
実
に
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
r

こ
の
人
格
の
高
潔
な
二
名
人
の
絵
を
か
け
て
居
る
と
\
そ
の
人
の
傍
に
毎
日
親
し
ん

で
居
る
気
が
し
て
\
外
に
絵
は
い
ら
ぬ
と
思
つ
て
ゐ
る
r�%
１
９
３
７
年
・
昭
和
12

年
\½
ち
ま
き
Á
６
月
号
掲
載
の
野
口
雨
情
�
小
川
芋
銭
先
生
と
私
�
か
ら
) 

�
・
・
・
い
つ
か
お
目
に
か
ゝ
り
た
い
と
思
つ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
の
で
あ
る
\・
・
・
自
分
は
恋
人
に
逢
ひ
に
で
も
行
く
や
う
な
気

分
で
沐
浴
し
\
喫
餐
し
\
折
柄
の
糠
雨
を
宿
で
借
り
た
傘
で
避
け
な
が
ら
闇
の
夜
道
を
い
そ
い
だ
r・
・
・
芋
銭
氏
は
た
ゞ
の
漫
画
家
で

は
な
い
r・
・
・
自
然
と
人
生
の
交
渉
に
禅
的
ユ
ニ
テ
イ
の
味
識
を
説
き
\
ゴ
ツ
ホ
\
ゴ
ウ
ガ
ン
さ
て
は
キ
ユ
ビ
ズ
ム
の
名
を
み
と
め
て

而
も
文
晁
\
宗
達
の
存
在
を
わ
す
れ
ざ
る
と
こ
ろ
\
創
作
は
生
活
で
あ
る
と
い
ふ
に
於
て
も
氏
は
自
分
等
の
遥
か
に
及
ば
ぬ
直
接
を
も

つ
て
ゐ
る
r・
・
・
そ
の
風
貌
を
一
見
し
た
時
\
自
分
は
す
ぐ
に
ゴ
ツ
ホ
を
聯
想
し
た
の
で
あ
る
r
氏
は
日
本
の
ゴ
ツ
ホ
で
あ
る
r・
・
・

土
だ
ら
け
の
ゴ
ツ
ホ
で
あ
る
r・
・
・
自
然
と
い
ふ
言
葉
が
い
く
た
び
か
氏
の
唇
か
ら
し
め
や
か
に
洩
れ
た
r
然
し
そ
の
自
然
は
人
間
あ

つ
て
の
自
然
の
自
然
で
は
な
い
や
う
で
あ
つ
た
r
自
分
の
原
始
へ
還
る
べ
き
説
に
も
氏
は
首
肯
し
て
く
れ
た
r
氏
の
自
然
と
自
分
の
原

始
と
は
似
た
や
う
で
あ
つ
て
\
そ
れ
で
ゐ
て
決
し
て
お
な
じ
内
容
を
も
た
ぬ
非
常
に
差
異
の
あ
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
r
自
然
あ
つ
て
の

人
間
で
は
な
い
r
人
間
あ
つ
て
の
自
然
で
あ
る
\・
・
・
現
在
の
間
口
ば
か
り
の
画
家
の
中
に
氏
の
や
う
な
真
摯
な
芸
術
家
の
あ
る
こ
と

を
自
分
は
よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
る
r
・
・
・
自
分
は
氏
を
単
な
る
芸
術
家
と
み
な
い
r
芸
術
の
生
活
者
と
し
て
う
ら
や
み
\
且
つ
尊
敬
す

る
r・
・
・
�%
山
村
暮
鳥
�
小
川
芋
銭
�
か
ら
) 
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と
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「抱樸舎」（住井すゑ記念館） 

「雲魚亭」（小川芋銭記念館）の数軒先にある。 

標識はあるが、現在は閉館のようだ。住井すゑも

犬田卯も忘れられようとしている。 

芋銭筆「抱樸舎
ほうぼくしゃ

」扁額 1917 年（大正 6） 

芋銭が犬田
い ぬ た

卯
しげる

（住井すゑの夫）に贈ったもの。 

住井すゑは、1935 年（昭和 10）に牛久沼の辺

に犬田卯と共に移住し、自宅敷地内に学習塾を開

き「抱樸舎」（住井すゑ記念館）と命名した。 

「抱樸」とは『老子』第 19章に由来する言葉で、

素朴な心を抱きつづける意。「樸」とは山から切

り出されたまんまの原木のこと。原木は多種多様

な可能性を秘めている。 

芋
錢
先
生
景
慕
の
詩 

高
村
光
太
郎 

 
惱
ま
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
r 

窮
迫
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
r 

若
く
し
て
一
つ
の
道
に
憑
か
れ
た
魂
の 

正
し
き
に
順
ふ
も
の
\ 

み
な
殆
ど
餓
ゑ
ん
と
す
r 

文
明
開
化
の
都
會
に
も
ま
れ
て
瘦
せ
て

弱
く
\ 

土
0
"
.
1
2
芋
4
5
6
.
7
喰
9
"
: 

一
枚
十
錢
の
小
間
繪
を
か
い
た
r 

そ
れ
が
先
生
r 

 

芋
錢
先
生
は
犬
の
多
い
都
會
を
す
て
た
r 

東
籬
の
菊
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
\ 

草
深
い
牛
久
の
里
に
鍬
を
も
ち 

農
家
の
婦
に
半
生
を
支
へ
ら
れ 

�
恍
惚
と
し
て
自
然
を
見
� 

手
に
麻
三
斤
の
さ
と
り
を
得
た
r 

何
が
お
の
れ
の
生
活
で
あ
り 

何
が
お
の
れ
の
性
來
で
あ
る
か
r 

そ
れ
は
河
童
が
敎
へ
て
く
れ
た
r 

水
草
し
げ
る
牛
久
の
里
に
河
童
す
み
\ 

も
と
よ
り
河
童
は
出
沒
時
な
く 

喜
怒
哀
樂
に
際
涯
な
く
\ 

背
中
の
甲
羅
で
世
情
を
う
け
と
め 

頭
の
お
皿
に
命
の
水
を
た
つ
ぷ
り
湛
へ 

酒
買
ひ
に
ゆ
き 

村
の
娘
に
か
ら
か
は
れ
\ 

或
は
鏃
%
や
じ
り
)
の
や
う
に
す
る
ど
く 

或
は
愚
か
の
や
う
に
の
ど
か
で
あ
る
r 

 

芋
錢
先
生
が
河
童
に
も
ら
つ
た
尻
子
玉
は 

世
に
も
お
い
し
い
里
芋
と
な
り
\ 

里
芋
光
を
放
つ
て
變
貌
す
れ
ば 

ま
こ
と
に
觀
世
音
菩
薩
に
お
は
す
r 

先
生
菩
薩
な
る
か
河
童
な
る
か
r 

そ
も
そ
も
芋
を
く
ら
ひ
て
幽
玄
の
味
に
徹

す
る 

是
れ
野
人
な
る
か
眞
人
な
る
か
r 

願
は
く
は
大
休
老
師
の
一
轉
語
を
得
て 

わ
た
く
し
も
亦
眼
を
ひ
ら
か
う
r 

春
の
雨
草
を
ぬ
ら
し 

牛
久
の
草
汁
庵
に
先
生
亡
し
r 

景
慕
は
酸
の
や
う
に
心
に
し
み 

言
葉
は
た
だ
遠
く
先
生
を
迂
囘
す
る
r 

 

１
９
３
９
年
!
昭
和
14
年
6
３
月
12
日
作 

芋
錢
先
生
は
歴
遊
す
る
r 

先
生
を
め
ぐ
つ
て
天
地
の
密
意
は
あ
つ
ま
る
r 

霞
む
水
に
は
蜃
氣
樓
r 

岩
う
つ
波
に
は
大
龍
巻
r 

さ
う
し
て
畦
を
と
ぼ
と
ぼ
歸
る 

村
の
老
農
童
子
お
か
み
さ
ん
\ 

あ
た
た
か
く
や
さ
し
く
き
よ
く
\ 

物
に
向
つ
て
物
思
ふ
葦
の
あ
は
れ
深
く
\ 

し
ん
じ
つ
に
見
る
\ 

し
ん
じ
つ
に
ゑ
が
く
\ 

是
れ
一
か
是
れ
二
か
r 

先
生
は
大
觀
に
も
ら
つ
た
靑
墨
を
よ
ろ
こ
び 

し
づ
か
に
か
ろ
く
そ
れ
を
磨
る
r 

膠
の
枯
れ
た
雲
煙
が
乾
坤
に
立
ち
こ
め
る
r 

 

芋
錢
先
生
が
龍
に
乘
る
の
は 

右
軍
過
庭
と
遊
ぶ
時
だ
r 

窺
ひ
が
た
い
膂
力
%
り
Ë
り
Ë
く
)
で
あ
り 

又
放
た
れ
た
造
型
で
あ
る
r 

し
ん
し
ん
と
し
て
律
令
あ
り
\ 

し
か
も
一
切
を
脱
却
し
て
非
情
に
入
る
r 

無
何
有
%
む
か
う
)
の
郷
無
か
ら
ざ
ら
ん
や
\ 

先
生
六
極
%
り
_
き
Ë
く
)
の
外
に
風
を
繋
ぐ
r 

「河童の碑」1951 年（昭和 26）友人らが建立 

牛久沼畔城中町、雲魚亭の近くにある。 

碑陽には、芋銭筆の河童の絵と、芋銭が

つくった漢詩「誰
たれか

識
しる

古人画
こじんりゅう

龍
しんを

心
えがくを

」が、

彫られている。 

碑陰に彫られた自筆略歴には「彰技堂で

洋画、抱朴斎に漢画を、その後中国の画

家費漢源
ひかんげん

に傾倒し、鳥羽
と ば

僧正
そうじょう

の筆意に傾

倒し、南画と漫画を描くようになった。」

と、記されている。 

※費漢源は清国の画家で、1734年から

1756年の間に数回来日し、南宗画様式の

画技を伝えた。 

 
「昔の人がどうして龍を描いたか。龍と

いうのはこの世にはいない。しかし自然

界の不思議さ、なぜ宇宙があって、太陽

系に地球があって、その地球にはいろい

ろの生物がいるのか、どこからどのよう

に生物が生まれたのか、考えれば考える

ほど不思議だ。」（「誰識古人画龍心」の住

井すゑの解釈） 
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